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県
道
路
舗
装
協
会
（
船
越
博
文

会
長
）
は
�
日
、
千
葉
市
内
で
県

土
整
備
部
と
の
意
見
交
換
会
を
開

い
た
。
同
協
会
か
ら
は
船
越
会
長

を
筆
頭
に
理
事
ら
約
�
人
、
県
土

整
備
部
か
ら
も
滝
浪
善
裕
災
害
・

建
設
業
担
当
部
長
を
は
じ
め
幹
部

職
の
約
�
人
が
出
席
し
、
質
疑
応

答
し
た
。
同
協
会
か
ら
の
質
疑
等

は
�
項
目
・
�
件
。
▽
遮
熱
性
舗

装
の
試
験
舗
装
実
施
▽
県
独
自
の

積
算
・
歩
掛
り
、
施
工
単
価
の
周

知
徹
底
▽
実
勢
に
即
し
た
積
算
等

▽
工
事
発
注
の
平
準
化
│
│
な
ど

を
要
望
し
て
い
る
。

意
見
交
換
前
の
あ
い
さ
つ

で
船
越
会
長
は
、
�
回
目
の

舗
装
技
術
研
修
会
が
�
日
に

終
了
し
た
こ
と
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
県
職
員
の
多
数

参
加
や
講
師
派
遣
に
謝
意
を

示
し
、
今
後
も
技
術
者
集
団

と
し
て
知
識
や
技
術
の
向
上

に
つ
な
が
る
活
動
を
継
続
し

て
い
く
姿
勢
を
見
せ
た
。

県
が
�
日
に
公
表
し

た
�
千
葉
県
版
く
し
の

歯
作
戦
�
に
も
言
及
し

た
船
越
会
長
は
、
東
日

本
大
震
災
発
生
後
、
計

画
停
電
な
ど
で
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
合
材
プ
ラ
ン
ト
が
操

業
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
想

定
し
、
千
葉
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

合
材
協
会
と
協
力
し
て
復
旧

・
復
興
へ
向
け
た
対
応
を
検

討
し
た
こ
と
を
回
顧
。
「
我

々
の
会
員
が
参
画
で
き
る
方

法
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

今
後
の
活
動
を
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
使
命
感
を
露
わ

に
し
た
。

船
越
会
長
は
、
県
と
協
会

が
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
な

い
こ
と
に
も
言
及
。
震
災
後
、

千
葉
市
な
ど
の
液
状
化
現
象

で
発
生
し
た
噴
出
砂
の
搬
出

な
ど
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
を

語
り
「
人
や
資
機
材
を
運
ぶ

た
め
に
道
路
網
の
確
保
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

首
都
直
下
型
地
震
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
中
、
体
験
を
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
、
あ
い
さ
つ
に

代
え
た
。

一
方
、
滝
浪
担
当
部
長
は
、

同
協
会
の
社
会
基
盤
整
備
へ

の
協
力
や
道
路
舗
装
技
術
向

上
に
向
け
た
調
査
・
研
究
良

好
な
道
路
環
境
の
維
持
に
努

め
て
い
る
こ
と
に
謝
意
を
示

す
と
と
も
に
、
県
が
現
在
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
事
例
集
を

作
成
し
、
現
在
は
第
	
段
を

ま
と
め
る
準
備
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
報
告
。

さ
ら
に
施
工
効
率
を

高
め
る
工
夫
な
ど
を
取

り
組
む
上
で
参
考
と
な

る
事
例
を
収
め
た「
ベ

ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
集
」を

作
成
す
る
考
え
も
語
り
、く

し
の
歯
作
戦
な
ど
を
含
め
、

公
共
事
業
の
果
た
す
役
割
な

ど
を
、様
々
な
施
策
を
示
し

な
が
ら
県
民
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
重
要
性
を
強
調
。「
一
般
的

な
回
答
で
は
な
く
、今
回
も

本
音
で
答
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、有
意
義
な

会
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

今
回
の
意
見
交
換
会
で
試

験
舗
装
の
実
施
を
求
め
た

�
遮
熱
性
舗
装
�
は
、
日
射

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
約
半
分
を

占
め
る
近
赤
外
線
を
高
反
射

さ
せ
る
こ
と
で
、
舗
装
路
面

の
温
度
上
昇
を
抑
制
す
る
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
工
法
。

舗
装
表
面
に
赤
外
線
を
反
射

さ
せ
る
遮
熱
性
樹
脂
を
塗
布

し
た
り
、
遮
熱
モ
ル
タ
ル
を

充
填
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

一
般
の
密
粒
度
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
に
比
べ
、
夏
季
に
お

け
る
昼
間
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
の
路
面
温
度
を
�
℃
以

上
低
減
で
き
、
夜
間
も
舗
装

か
ら
の
放
熱
量
を
減
ら
す
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
排
水
性
舗
装
に
遮

熱
性
樹
脂
を
塗
布
・
充
填
し

た
場
合
に
は
、
路
面
温
度
の

低
減
効
果
に
加
え
、
排
水
機

能
や
騒
音
低
減
効
果
と
の
両

立
も
可
能
と
な
る
。

同
協
会
で
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
迫
る
中
▽
路
面
温
度

低
減
▽
塑
性
変
形
抵
抗
性
▽

明
色
・
着
色
性
│
│
な
ど
に

優
れ
、一
般
道
路
や
自
動
車

専
用
道
路
だ
け
で
な
く
公
園

や
歩
道
、商
店
街
に
も
適
用

で
き
、歩
行
空
間
の
快
適
性

や
景
観
性
の
向
上
に
効
果
が

期
待
で
き
る
遮
熱
性
舗
装
の

試
験
舗
装
実
施
を
提
案
し
た
。

路
面
温
度
上
昇
抑
制
舗
装

研
究
会
に
よ
る
と
、
関
東



都
�
県
に
お
け
る
遮
熱
舗
装

の
施
工
実
績
（
�
年
度
か
ら



年
度
ま
で
）
は
、
東
京
都

が


�
�
万
	
�
�
�
㎡

（
面
積
率
�
・
�
％
）
で
最

も
多
く
、
次
が
神
奈
川
県
の

�
万
�
㎡
（
同
�
・
�
％
）。

以
下
、
埼
玉
県
が
�
万
�

�
�


㎡
（
同
	
・
�
％
）、

千
葉
県
が
�
万
�
�
	
�
㎡

（
同
	
・


％
）、茨
城
県
が



万


�
�
�
㎡
（
同
�
・

�
％
）、群
馬
県
が
�
	
	
�

㎡
（
同
�
・
�
％
）、栃
木
県

が
	
�
�
�
㎡
（
同
�
・



％
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

で
は


�


万
�


�
�
㎡

の
施
工
実
績
が
あ
っ
た
。

浦
安
市
緑
化
事
業
協
同
組

合
（
川
口
龍
司
代
表
理
事
）

は
�
日
、
浦
安
市
（
松
崎
秀

樹
市
長
）
と
イ
オ
ン
環
境
財

団
（
岡
田
卓
也
理
事
長
）
が

主
催
し
た
「
う
ら
や
す
絆
の

森
」
植
樹
祭
に
協
力
団
体
と

し
て
参
加
。
訪
れ
た
市
民
ら

約
�
�
�
人
に
対
し
、
造
園

業
の
プ
ロ
と

し
て
適
切
に

ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
た
。

参
加
者
は
冷

た
い
小
雨
が

降
る
中
、
半

日
か
け
て
緑

の
堤
防
を
築

き
上
げ
た
。

同
事
業
は
、

東
日
本
大
震

災
の
液
状
化

で
発
生
し
た

大
量
の
土
砂

を
基
礎
の
一

部
と
し
て
再

利
用
し
、
沿

岸
部
の
緑
化

推
進
や
高
潮

・
津
波
の
被

害
を
軽
減
す

る
「
緑
の
防

潮
堤
」
の
育
成
が
目
的
。
今

年
で
�
年
目
を
数
え
る
。

今
年
の
活
動
場
所
は
、
日

の
海
岸
沿
い
緑
道
（
日
の
出

�
丁
目
）
に
隣
接
す
る
東
京

湾
に
面
し
た
延
長
約
�
�
�

ｍ
（
面
積
約
	
�
�
�
㎡
）

へ
造
成
し
た
盛
土
を
対
象
と

し
、
地
域
の
気
候
に
適
し
た

タ
ブ
ノ
キ
や
ス
ダ
ジ
イ
な
ど

�
種
類
約
�
�
�
�
本
を
植

樹
。
盛
土
は
下
層
部
分
に
液

状
化
噴
出
土
砂
を
入
れ
、
上

層
部
に
は
土
壌
改
良
材
と
し

て
溶
融
ス
ラ
グ
や
リ
サ
イ
ク

ル
堆
肥
を
使
用
し
た
。

市
で
は
�
年
度
ま
で
に
、

千
鳥
地
区
の
臨
海
公
園
予
定

地
前
か
ら
海
楽
地
区
の
猫
実

排
水
機
場
水
門
ま
で
の
総
延

長
�
㎞
で
植
樹
を
し
て
い
く

考
え
。
元
国
際
生
態
学
会
会

長
の
宮
脇
昭
横
浜
国
立
大
学

名
誉
教
授
が
唱
え
る
�
宮
脇

方
式
�
を
採
用
し
、
多
種
類

の
ポ
ッ
ト
苗
を
高
密
度
で
植

え
、
土
地
本
来
の
植
生
に
基

づ
い
た
「
本
物
の
森
」
を
作

り
続
け
て
い
く
方
針
だ
。

一
方
、
共
催
し
た
イ
オ
ン

環
境
財
団
で
は
、
水
と
緑
を

守
る
活
動
と
し
て
国
内
外
を

通
じ
て
累
計


�
�
�
万
本

を
植
樹
し
て
お
り
、
浦
安
市

の
「
絆
の
森
」
植
樹
活
動
の

趣
旨
に
も
賛
同
。
�
年
に
約



�
�
�
本
を
植
樹
し
、
今

年
ま
で
の
�
ヵ
年
計
画
で
浦

安
市
沿
岸
部
へ
合
計
約


万

�
�
�
�
本
を
植
樹
す
る
計

画
を
進
め
て
き
た
。

開
会
式
で
は
、
松
崎
市
長

が
登
壇
。
生
憎
の
雨
が
降
る

寒
空
の
下
、
多
く
の
市
民
ら

が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
へ

感
謝
す
る
と
と
も
に
「
ま
だ

ま
だ
復
興
事
業
は
道
半
ば
」

と
指
摘
。
「
未
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
命

を
守
る
�
緑

の
防
潮
堤
�

を
市
民
と
行

政
の
手
で
作

り
続
け
て
い

こ
う
」
と
呼

び
か
け
る
と

と
も
に
、
雨

天
の
作
業
に

注
意
を
払
う

よ
う
喚
起
し

た
。岡

田
理
事

長
も
参
加
者

へ
謝
意
を
示
し
た
後
、
「
�

世
紀
は
水
と
緑
の
時
代
と
考

え
、
こ
れ
ま
で
環
境
保
全
や

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
に
、

世
界
各
国
で
約


�
�
�
万

本
を
植
樹
し
た
」
と
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
、

こ
れ
か
ら
も
国
内
外
で
植
樹

活
動
を
続
け
て
い
く
考
え
を

示
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
参
加

者
は
数
班
に
分
か
れ
て
植
樹

を
開
始
。
協
力
団
体
と
し
て

参
加
し
た
浦
安
市
緑
化
事
業

協
同
組
合
ら
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
作
業
。
水
に
浸
し
た

苗
を
�
㎝
程
度
に
掘
っ
た
穴

へ
等
間
隔
で
植
え
、
マ
ル
チ

ン
グ
材
と
し
て
藁
を
敷
き
詰

め
た
後
、
盛
土
両
側
に
設
置

し
た
竹
串
同
士
を
藁
縄
で
結

び
固
定
。
ポ
ッ
ト
苗
約
�
�

�
�
鉢
を
	
時
間
程
度
で
植

え
終
え
た
。

家
族
で
参
加
し
た
市
民
か

ら
は
、
「
昨
年
は
用

事
が
あ
っ
て
参
加
で

き
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
植
樹
が
で
き
て

非
常
に
嬉
し
い
。
ど

こ
に
植
え
た
か
覚
え

て
お
い
て
、
時
々
見

に
来
よ
う
と
思
う
」

と
笑
顔
で
感
想
を
述

べ
た
。

ま
た
、
浦
安
市
緑

化
事
業
協
同
組
合
の

川
口
龍
司
代
表
理
事
は
、「
造

園
業
の
プ
ロ
と
し
て
、
�
絆

の
森
�
が
し
っ
か
り
育
つ
よ

う
、
今
後
も
大
切
に
維
持
・

管
理
し
て
い
き
た
い
」
と
市

内
の
緑
を
守
り
育
て
る
意
欲

を
見
せ
た
。

同
組
合
で
は
、
植
樹
エ
リ

ア
の
整
備
や
�
な
ら
し
・
ほ

ぐ
し
�
に
加
え
、
わ
ら
や
ロ

ー
プ
等
の
手
配
、
当
日
の
会

場
設
営
や
駐
車
場
整
理
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
�
裏
方
�

と
し
て
協
力
し
た
。

�
ヵ
年
の
活
動
を
記

念
し
た
石
碑
も
建
立

当
日
は
、
イ
オ
ン
環
境
財

団
な
ど
が
�
う
ら
や
す
絆
の

森
�
の
�
ヵ
年
に
わ
た
る
活

動
を
記
念
し
て
石
碑

を
建
立
。
石
碑
は
浦

安
市
緑
化
事
業
協
同

組
合
が
群
馬
県
か
ら

取
り
寄
せ
た
三
波
石

（
重
さ
約
�
・
�

ｔ
）
を
約
�
ヵ
月
か

け
て
作
製
。
表
に
は

「
未
来
の
た
め
に
森

を
つ
な
ご
う
、
う
ら

や
す
絆
の
森
」
と
記

さ
れ
、
裏
に
は
、
市

民
に
う
る
お
い
や
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
す
森
を
つ
く
る
た
め
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

�
年
か
ら
の
�
年
間
で


万

�
�
�
�
本
を
植
栽
し
た
こ

と
が
彫
ら
れ
た
。

植
樹
祭
に
参
加
し
た
浦
安

市
緑
化
事
業
協
同
組
合
の
組

合
員
は
以
下
の
と
お
り
（
順

不
同
）。

◆
浦
安
市
緑
化
事
業
協
同

組
合▽

㈱
ア
イ
ハ
ラ
▽
㈲
伊
豆

造
園
土
木
▽
㈱
浦
安
造
園
▽

㈲
共
生
園
緑
化
▽
㈱
キ
ー
ト

ス
▽
京
葉
ガ
ー
デ
ン
㈱
▽
㈲

佐
藤
種
苗
店
▽
㈱
大
樹
園
▽

㈱
高
島
造
園
土
木
▽
引
野
造

園
㈱
▽
㈲
弁
天
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
▽
㈱
宝
珠
造
園
土
木

県
塗
装
工
業
会
（
中
島
康

浩
会
長
）
は
�
日
、
千
葉
市

立
磯
辺
中
学
校
生
徒
が
今
月

�
日
に
検
見
川
の
浜
で
制
作

し
た
壁
画
を
保
存
す
る
た
め
、

ク
リ
ア
塗
装
な
ど
の
最
終
工

程
を
施
し
た
。
中
島
会
長
は

「
生
徒
の
思
い
出
や
真
心
を

未
来
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
は

使
命
」
と
語
り
、
生
徒
達
の

作
品
を
可
能
な
限
り
保
守
し

て
い
く
姿
勢
を
見
せ
た
。

今
回
の
作
業
に
は
▽
㈱
彩

▽
㈲
カ
ム
イ
▽
㈲
大
黒
建
装

▽
㈱
ヤ
オ
キ
│
│
の
�
社
が

同
会
を
代
表
し
て
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、
生
徒
が
「
海
・

花
・
空
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

制
作
し
た
壁
画
の
状
態
を
確

認
。
塗
り
が
甘
か
っ
た
り
、

ひ
び
が
入
っ
た
り
し
て

い
る
部
分
は
再
塗
装
し

た
ほ
か
、
汚
れ
が
目
立

つ
部
分
は
拭
き
取
り
、

事
前
の
準
備
を
実
施
。

そ
の
後
、
プ
ロ
な
ら

で
は
の
技
術
で
水
溶
性

ク
リ
ア
を
全
体
に
塗
り

つ
け
、
壁
画
（
長
さ
約

�
ｍ
×
両
面
、
高
さ
約

�
・
�
ｍ
〜
	
ｍ
）
を
保
護
。

生
徒
達
の
思
い
出
が
長
く

持
続
で
き
る
な
ら
ば
と
、
寒

さ
が
厳
し
く
な
っ
た
曇
り
空

の
下
、
半
日
か
け
て
作
業
し

た
。壁

画
の
作
成
は
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、

公
園
内
に
賑
わ
い
や
華
や
い

だ
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
地
域

の
活
性
化
等
に
繋
げ
る
の
が

目
的
。
社
会
貢
献
活
動
を
通

じ
た
建
設
業
界
へ
の
理
解
浸

透
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
に
�
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
経
歴
は
、

第


回
が
千
葉
市
内
の
都
川

第
�
浄
化
施
設
の
外
壁
塗
装

を
実
施
。
第
	
回
は
市
川
市

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
非

常
用
す
べ
り
台
、
非
常
口
扉
、

農
作
業
・
休
憩
用
小
屋
屋
根

・
ト
イ
レ
の
塗
装
。
第
�
回

が
千
葉
港
の
ポ
ー
ト
パ
ー
ク

公
園
内
ト
イ
レ
棟
の
塗
装
お

よ
び
清
掃
│
│
。

第
�
回
は
県
立
富
津
公
園

内
の
ト
イ
レ
棟
塗
装
お
よ
び

周
辺
の
砂
浜
清
掃
を
実
施
。

第
�
回
は
茂
原
の
鶴
枝
遊
水

公
園
ポ
ン
プ
施
設
壁
面
の
落

書
消
去
、
周
辺
草
刈
と
清
掃

活
動
。
第
�
回
は
高
滝
ダ
ム

で
の
堤
頂
道
路
壁
面
絵
画
制

作
を
補
助
し
た
。

第
�
回
と
第
�
回
に
つ
い

て
は
、
富
津
公
園
の

ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
に

壁
画
を
製
作
。
第
�

回
は
千
葉
市
美
浜
区

の
メ
ッ
セ
大
橋
地
下

道
の
壁
面
に
書
か
れ

た
落
書
き
を
塗
装
技

術
に
よ
っ
て
除
去
。

�
回
目
は
旭
市
の
県

道
�
号
旭
停
車
場
線

西
宮
橋
で
橋
脚
塗

装
の
美
化
活
動
を
展

開
。

�
回
目
は
印
西
市
の

北
総
花
の
丘
公
園
で
、

地
元
中
学
校
�
校
と

壁
画
を
作
成
。
昨
年

（
第
�
回
）
は
千
葉

市
の
検
見
川
浜
防
潮

堤
防
で
実
施
し
て
お

り
、
今
年
も
同
じ
場

所
で
今
月
�
日
、
地

元
中
学
生
の
壁
画
作

成
を
補
助
し
た
。

地
盤
工
学
会
関
東
支
部
（
龍

岡
文
夫
支
部
長
）は
�
日
、「
第

�
回
ソ
イ
ル
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
日
本
大
学
船

橋
校
舎
（
船
橋
市
習
志
野
台
）

で
開
催
し
た
。
参
加
し
た
学
生

�
チ
ー
ム
と
社
会
人
�
チ
ー
ム

は
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
し
て

液
状
化
対
策
の
模
型
地
盤
を
作

製
。
加
振
装
置
に
よ
っ
て
生
じ

る
構
造
物
の
沈
下
量
や
対
策
ア

イ
デ
ア
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
競
い
合
っ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
前
田
建
設

工
業
の
三
上
武
子
博
士
が
、
今

大
会
で
一
部
変
更
し
た
規
定
に

つ
い
て
説
明
。
参
加
者
は
、
新

た
に
設
定
さ
れ
た
選
定
式
の
材

料
の
手
触
り
や
、
研
究
成
果
な

ど
を
基
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

模
型
の
作
成
方
針
を
決
定
し
た
。

地
盤
材
料
の
砂
の
試
料
は
珪

砂
�
号
で
統
一
さ
れ
、模
型
作

成
に
用
い
る

道
具
等
は
、

指
定
品
の
使

用
が
許
さ
れ

た
。模
型
地

盤
に
つ
い
て

は
幅
�
・
�

㎝
、高
さ
�
・

�
㎝
、厚
さ

�
㎝
の
規
模

の
も
の
が
作

成
さ
れ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
兼
松
日

産
農
林
チ
ー
ム
が
総
合
順
位
の



位
を
獲
得
。
成
績
内
容
を
み

る
と
、
加
振
に
対
す
る
最
大
沈

下
量
が


・


㎜
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
天

ぷ
ら
敷
き
紙
を
用
い
た
�
ウ
エ

ハ
ー
ス
＆
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
工

法
�
が
ア
イ
デ
ア
と
し
て
優
れ

て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

総
合
優
勝
を
果
た
し
た
兼
松

日
産
農
林
チ
ー
ム
の
伊
藤
智
栄

氏
は
「
皆
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
中
で
一
番
よ
さ
そ
う
な

	
つ
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
ら

れ
た
の
が
勝
因
だ
っ
た
」
と
し

た
。
ま
た
、
同
チ
ー
ム
の
三
村

佳
織
氏
は
、
当
日
初
め
て
触
る

原
材
料
を
臨
機
応
変
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
分
析
し
、

同
チ
ー
ム
の
清
水
奈
歩
氏
と
共

に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

今
大
会
で
は
社
会
人
チ
ー
ム

が
上
位
を
占
め
た
が
、
学
生
に

限
れ
ば
日
本
大
学
峯
岸
研
究
室

チ
ー
ム
が
最
も
高
い
総
合
評
価

を
受
け
て
い
た
と
し
、
日
大
チ

ー
ム
ら
上
位
�
チ
ー
ム
に
は
急

き
ょ
コ
メ
ン

ト
を
発
表
す

る
場
が
設
け

ら
れ
る
な
ど
、

コ
ン
テ
ス
ト

後
は
和
や
か

な
懇
親
会
も

催
さ
れ
た
。

県
土
整
備
部
と
の
意
見
交

換
会
で
県
道
路
舗
装
協
会
が

示
し
た
質
疑
・
要
望
事
項
は

次
の
通
り
。

県
の
施
策
・

計

画

等

	
�
	
�
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
実
施
種
目
の
う
ち
、
レ
ス

リ
ン
グ
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
等
が
幕
張
メ
ッ
セ
を
含
む

県
内
で
の
開
催
が
打
診
さ
れ
、

そ
の
受
け
入
れ
に
協
力
し
て

い
か
れ
る
旨
の
報
道
が
あ
っ

た
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
日

は
、
�
月
�
日
か
ら
�
月
�

日
ま
で
と
さ
れ
て
お
り
、
今

年
の
気
温
（
計
測
地
点
：
東

京
）
を
当
て
は
め
る
と
、
猛

暑
日
は
連
続
�
日
間
を
含
む

�
日
間
だ
っ
た
。

地
球
温
暖
化
と
い
わ
れ
る

今
、
「
遮
熱
性
舗
装
」
の
試

験
舗
装
を
主
要
地
方
道
千
葉

・
船
橋
海
浜
線
に
お
い
て
技

術
伝
達
型
工
事
（
県
内
業
者

Ｊ
Ｖ
）
と
し
て
実
施
し
て
ほ

し
い
。

工
事
施
工
後
の
�
月
か
ら

�
月
ま
で
の
日
々
の
デ
ー
タ

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
開
示

す
る
な
ど
、
そ
の
効
果
を
検

証
し
た
う
え
で
各
自
治
体
で

も
そ
の
取
り
組
み
が
さ
れ
る

よ
う
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
環
境
保
全
に
積
極
的
な

千
葉
県
に
し
て
ほ
し
い
。

積
算
・
施
工
等

施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
切
削

や
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
は
�

�
�
�
㎡
を
目
安
と
し
て
い

る
が
、
	
�
�
�
㎡
程
度
の

単
価
構
成
と
し
て
国
交
省
へ

提
案
し
て
ほ
し
い
。

車
線
制
限
に
関
す
る
単
価

構
成
の
改
訂
を
国
交
省
へ
提

案
し
て
も
ら
い
た
い
。
国
直

轄
の
国
道
の
多
く
は
�
車
線

（
片
側
	
車
線
）
だ
が
、
県

管
理
の
国
・
県
道
は
	
車
線

（
片
側


車
線
）。そ
の
全
面

舗
装
と
な
る
と
、
時
と
し
て

片
側


�
�
�
㎡
の
施
工
に

な
る
た
め
車
線
数
に
依
る
単

価
改
定
を
提
案
し
て
ほ
し

い
。 

年
�
月
に
「
県
単
舗
装

道
路
修
繕
工
事
に
お
け
る
交

差
点
部
等
の
歩
掛
り
」
が
設

定
さ
れ
た
。
交
通
量
や
市
街

地
の
形
成
度
合
い
、
工
事
施

工
の
難
易
度
等
を
考
慮
し
て

当
歩
掛
り
の
採
用
の
可
否
が

決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
一
方
で
不
透
明

な
一
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

採
用
す
べ
き
路
線
を
事
前
に

明
示
し
て
ほ
し
い
。

�
年
�
月
に
「
路
上
路
盤

再
生
工
（
急
速
施
工
）
歩
掛

り
」
も
設
定
さ
れ
た
。
県
の

実
務
者
研
修
や
担
当
者
会
議

等
に
お
い
て
、
歩
掛
り
が
確

実
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
指
導

を
願
い
た
い
。

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
集
水
桝
の

地
域
単
価
の
創
設
を
お
願
い

し
た
い
。
現
況
は
、
施
工
業

者
が
見
積
り
を
し
て
い
る
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
会
と
協

議
・
調
整
し
て
標
準
単
価
を

計
上
し
て
ほ
し
い
。

交
通
誘
導
警
備
員
の
配
置

人
員
は
、
通
常
、
最
低
	
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
�
人
に

し
て
ほ
し
い
。
交
通
誘
導
警

備
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
規
制
す
べ
き
車
輌

対
応
の
配
置
の
他
に
、
脇
道

や
歩
行
者
の
誘
導
確
保
を
含

め
る
と
最
低
で
も
�
人
が
必

要
と
な
る
。

切
削
や
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

に
よ
る
舗
設
時
に
�
〜
�
人

配
置
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
、

交
差
点
部
だ
け
で
な
く
交
差

点
付
近
を
施
工
す
る
場
合
も

増
員
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に

交
代
要
員
を
考
慮
し
た
計
上

を
願
い
た
い
。

夜
間
工
事
で
は
 
時
か
ら

翌
朝
�
時
ま
で
施
工
す
る
と
、

休
憩
時
間
を


時
間
考
慮
し

て
実
作
業
時
間
が
�
時
間
に

な
る
が
、
!
時
か
ら
翌
朝
�

時
ま
で
の
施
工
だ
と
、
実
作

業
時
間
が
�
時
間
に
な
り
、

日
当
た
り
施
工
量
が
少
な
く

な
る
。

発
注
時
の
積
算
や

設
計
変
更
時
に
考
慮
を
願
い

た
い
。

小
型
路
面
切
削
機
（
切
削

幅
�
㎝
）
の
使
用
日
数
分
の

積
算
と
回
送
代
を
計
上
し
て

ほ
し
い
。

契
約
約
款
第
"
条
（
火
災

保
険
等
）
の
項
目
だ
が
、
土

木
舗
装
工
事
に
お
け
る
第
三

者
賠
償
等
の
保
険
加
入
を
義

務
化
し
て
ほ
し
い
。
一
般
的

に
、
火
災
保
険
等
は
建
築
工

事
に
あ
る
も
の
の
、
土
木
舗

装
工
事
は
項
目
が
な
い
。
事

故
は
起
こ
し
た
く
は
な
い
が
、

義
務
化
す
る
こ
と
に
よ
り
発

注
者
及
び
受
注
者
の
損
害
を

防
げ
る
と
考
え
る
。

設

計

幅
員
狭
小
個
所
（
�
ｍ
以

下
）
で
の
昼
間
施
工
の
設
計

が
時
々
あ
る
。
通
常
、
最
低

で
も
片
側
交
互
通
行
の
た
め
、

片
側
	
・
�
ｍ
の
幅
員
を
確

保
し
た
い
が
、
設
計
時
に
現

場
を
よ
く
確
認
し
て
幅
員
狭

小
部
及
び
交
差
点
部
、
大
型

車
両
の
通
行
の
多
い
個
所
な

ど
は
、
夜
間
施
工
や
全
面
通

行
止
め
等
を
当
初
か
ら
の
設

計
と
し
て
ほ
し
い
。



層
ま
た
は
	
層
切
削
オ

ー
バ
ー
レ
イ
の
設
計
が
多
い

と
思
わ
れ
る
が
、
わ
だ
ち
掘

れ
が
ひ
ど
い
個
所
や
修
繕
の

頻
度
が
高
い
場
所
に
お
い
て

は
、
耐
流
動
性
・
耐
摩
耗
性

・
経
済
性
等
を
考
慮
し
、
材

料
や
舗
設
厚
を
工
夫
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
も
の
か
（
改

質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の

積
極
的
利
用
、
大
粒
径
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
混
合
物
の
利
用
、

排
水
性
舗
装
に
向
い
て
い
な

い
交
差
点
部
の
表
層
材
料
、

な
ど
）早

期

発

注

第
一
四
半
期
か
ら
の
発
注

（
平
準
化
）
を
願
い
た
い
。

県県
土土
整整
備備
部部
とと
のの
意意
見見
交交
換換
会会
開開
催催

県
道
路
舗
装
協
会

１１
チ
ー
ム

参

加

地盤工学会が
コンテスト

沈
下
・
ア
イ
デ
ア
な
ど
競
う

県道路舗装協会

遮
熱
性
舗
装
の
試
験
施
工
提
案

液状化対策へ創意工夫

東
京
五
輪

開
催
に
向
け

会
場
周
辺
で
効
果
検
証
を

今回の総合優勝者

積算条件など１３件要望

滝浪担当部長

アイデアをひねり模型を作る

県県土土整整備備部部へへのの提提案案・・要要望望事事項項

生
徒
の
作
品
、未
来
に
繋
ぐ

県塗装工業会

作品にプレートを貼る

保

存

へ

ク
リ
ア
塗
装

最
後
は
プ
ロ
の
技
術
で

船越会長

建立された石碑

プロの指導を受けながらの植樹

浦
安
市
緑
化

事
業
協
同
組
合

岡田理事長

市市民民ととととももにに#緑緑のの堤堤防防$
絆の森植樹祭 造園業のプロが手ほどき

思い出の詰まった壁画の修復作業

子どもたちと説明する組合員

クリア塗装で仕上げ

松崎市長


